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唐から北宋，金・南宋，元そして明に王朝が交替していった 9 世紀から 17
世紀前半までの間，中国の気候をみていくと興味深いことがわかる。王朝が入
れ替わる時期をまたぐ形で寒冷化が発生していたのである。中国甘粛省万象洞
の石筍の 񐎴񎨱񎨸񀁏を長期間計測した結果，唐末の 850～950 年のおよそ 100 年間，
元が倒れた 1368 年前後の 50 年間，明末の 1600 年前後の 50 年間が寒冷化の
時期に対応していたことが確認されている。隋・唐成立期前後の温暖化のピー
クから 17 世紀後半清初の時期まで寒冷化が趨勢上観察されており，その中に






4) Zhang et al. (2008).
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図 ø 東北チベット高原年輪：夏季地表温度異常値と人口推計






なっている。明，清については Liu and Hwang の推計が代表的であり，北宋に
ついては不整合な 6～7 年の数値があるのみであり，それも後半期において過










6) Broadberry, Guan and Li (2018: 964-66). 明末清初の耕地面積における趨勢的な耕地拡大は，
民有地や公有地の多様な租税回避率や地域差を考慮して推計導出されていた (Xu et al. 2017:
374-75)。
7) 生産性については，Broadberry, Guan and Li (2018: 967-68).
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し低下していった。農業部門の GDP 上のシェアは 1840 年に 66％であり，農
産物の動きが実質 GDP の動向に大きな影響を与えていた。実質 GDP 成長率
は，北宋時代 0.87％，明代 0.26％，清代は 0.36％であり，その水準は北宋か
ら明代の間で大きく低下したが，明末と清初のギャップは大きなものではなか
った。一人当たり実質 GDP（1840 年価格）は 980 年と 1620 年ではほぼ同じで














8) Broadberry, Guan and Li (2018: 981-82).
表 ø 王朝歳入比較（度量衡：明代換算)
注）全 (1948: 190, 197, 203-204)，全 (1972)，宮澤 (1998: 46, 49)，宮澤 (2012: 44, 58)，『明實禄』，
呉 (2002: 157)，彭 (2007: 494-95)。天宝 8 年の塩課（％）は 760-1 年塩課に対する比率を
表わす。
銭鈔(貫) 絹布(匹) 糸綿(斤) 糧(石) 草(束) 銀(両) 塩課(％)
単位：万
天宝 8 (749) 200 1143 77 1500 30
天嬉 5 (1021) 2653 1336 157 1999 3000 99 13
元祐 1 (1086) 4848 139 1638 799 6 17
元貞 1 (1295) 3034 69 55 1150 16 57
天暦 2 (1329) 1860 38 103 1041 6 83
宣徳 5 (1430) 369 30 41 3979 33 39
弘治 3 (1490) 32 135 269 3090 3386 8 54





































































出度は一人当たり銭換算の総合貨幣保有が 1120 年の 2.79 貫であるのに対し，















北宋天嬉 5 年に銀課が 99 万両であり，北宋時代の銀産出が高水準であったこ
とを窺わせる。銭・銀換算レートも 1.5～1.6 貫/両と宋以降の王朝の中で一
9) 大田 (1997: 2-6).
表 ù 中国王朝貨幣と人口
注）両* は明代単位に統一。人口は宋・元には趙・謝 (1988: 234-37)，明・清には Liu and Hwang
(1979) の推計値を参照。銭と鈔の銀換算レートは彭 (2007: 494-95)，宮澤 (2012) による。銭，
鈔，銀残高については本文ならびに付録を参照。清の銭残高推計は李 (2012b)，銀残高は本推
計と呉 (2002: 219-21) の 17，18 世紀推計による。
時期











万貫 万錠 万両 万両* 万両* 万人 両* 両* 貫/両 鈔両/銀両
970 4388 5946 5946 2115 2.8 2.8 0.8
1020 7927 5371 5371 3984 1.3 1.3 1.6
1120 24540 17734 17734 8780 2.0 2.0 1.5
1332 10000 2000 4336 15176 8487 0.5 1.8 1 25
1400 5500 3022 25 1511 7011 6840 0.2 1.0 1 10
1600 300 14269 14269 14698 15200 0.9 1.0 0.7














10) 家島 (1991: 290-91, 298-99, 303-4). 佐藤 (1981: 110-11) によれば，10 世紀後半東カリフ帝国
における金銀比価は純金 1mithqual ＝純銀 13 2/3dirham で，同一重量単位では 1 : 9.567 であ
り，他方 Ashtor (1971: 37) ではアイユーブ朝で金銀比価は 1 : 6 に近い状態であったという。
11) Spufford (1988: 109-31).
12) 愛宕 (1973: 181-201).































































注）エジプト：1053, 1174-1250 佐藤 (1981: 108-9)。1289- Ashtor (1971: 47-49).
ベネチア：c. 1250-1350 Spufford (1986), Handbook, gold: silver ratios, c. 1330-1500
Venetian gold: silver ratios (Table II)，ただし 1195 年は北イタリア都市の数値。中





























されることで Blake (1937: 328) によって早くから指摘されていた。
14) 唐代後期において北辺への軍糧輸送に商人を関与させることに限界があり，市場的流通は




























15) 斯波 (1988: 234-42).
16) 日野 (1983a: 126-28). 交引鋪の独占的な交引売買業務の弊害については日野 (1983a: 158-
223)，客商への保証業務（保任）については後藤 (1998) を参照されたい。
17) 日野 (1983a: 225-32).

















になっており，当時の兵力が 118 万人（禁軍 69 万人，廂軍 49 万人）に対応し
た経費となっている。北宋の兵力については太祖開宝期 (968-75) の 38 万人か
19) 他地支払い約束手形（見銭交引）については日野 (1983b: 70-130)，便銭（為替）手形につ
いては日野 (1983a: 122-26) を参照。北宋の便銭に関しては建国後早い時期から出現し，官営
のみならず民間の便銭も運営されていた（民営は景徳 3 年 (1006) 禁止令が出た）。南北間の
広域流通経済が進展するとともに便銭行用額は至道 3 年 (997) の 170 余万貫から天嬉 5 年








幸 (1989, 1991) ならびに日野 (1983a: 129-32) を参照。
表 ú 北宋中期嘉祐年間歳入・歳出
注）典拠は蔡襄「宋端明殿学士蔡忠恵公文集」巻 18，論兵十事。宮澤 (1998: 43) 表Ⅰ
から抜粋。
歳入 a 歳出 b 軍事費 c c/a (%) 両税収入 d/a (%)
銭（万貫） 3682 3317 994 27 493 13.4
匹帛絹綢（万匹） 875 724 742 84.8 276 31.5
糧（万石） 2694 3047 2317 86 1807 67.1
草（万束） 2940 2952 2498 85 ─ ─
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ら真宗天禧期 (1017-22) には 91 万人，仁宗皇祐初 (1049) に 141 万人に達し，
その後神宗元豊 (1078-85) に禁廂軍合わせて 111 万人に減じていた20)。戦時を






河北路の糧草支出 1,020 万石のうち税収は 3 割に止まり，陝西路は 1,500 万
石に対し 5 割に過ぎなかった。不足分は市糴（商人からの糧食買い上げ）に依ら
ざるを得なかった。兵数の増加とともに糧食の調達は困難となり，価格の高騰
により費用は巨額に達したといわれる。慶暦 7 年 (1047) には便糴（約束手形に
よる支払い）の金額は三路合計で 1,000 万貫に達したといわれる22)。








20) 斯波 (1988: 236).
21) 西夏侵入時の宝元 2 年 (1039) に，防御作戦のために北辺（陝西，河北，河東諸路）にお
いて支出が膨張し，多大な増収を得ながらも支出超過に陥っていた。続資治通鑑長編 140 慶
暦 3 年夏 4 月巳未。このことについては日野 (1983a: 482-83)，安蘇 (1987: 135-36) 参照。
22) 続資治通鑑長編 161 慶暦 7 年 12 月庚午。日野 (1983a: 479-81)。
表 û 北宋期歳入品目
注）宮澤 (1998: 46) 表Ⅱから抜粋。
銭（貫) 穀（石) 絹布（匹) 草（囲)
天禧 5 (1021) 2653 2983 1456 3000
嘉祐年中 (1056-63) 3682 2694 875 2940


















23) 煕寧 10 年 (1077) の塩課については『夢渓筆談』巻 1 に 2,230 万余貫とあり，末塩（東
南塩等）が 2,000 万余貫となっているが，前後の推移から見ても過大である。ここでは鳥居
(2012) 第 1 部第 5 章～第 9 章にしたがって，各地域（解塩，京東・河北，河東，東南，福
建，広南）の煕寧 10 年前後の塩課額を積み上げて 950～990 万貫と推定した。
表 ü 北宋見銭総入・総出と主要な構成項目
a: 998 年，b: 1007 年，c: 1055 年，d: 1051 年，e: 1052 年，f: 1060 年，g: 1058 年，h: 本文注参照，
i: 1108 年，j: 1107-10 年，k: 1112 年
注）宮澤 (1998: 48-49) から抜粋，一部変更。漆 (1999: 671-80, 890, 917)。
年代 見銭総入 見銭総出 酒課 塩課 茶課 両税 商税 銭鋳造額
997 2225 1693 226 236 139a 405 400 80
1006 428 355 285 450 183b
1015 2800 160
1021 2653 2714 1269 150 736 1204 105
1045 5000 1710 715 1975 300
1050 3900 1499 167c 786d 146e
1059 3682 3317 117 493f 700g
1066 4400 1286
1077 6100 1228 990h 559 807 595
1086 4848 5030
1104 1200 200i 289j

















24) 例えば袁 (1995) 参照。銭荒については供給上の問題ではなく，民間に放出される流通過
程上の問題「流通阻塞」であり，政府から高官に給付される大量の銭が支出されずに中間層
で滞留するところに原因があると主張されている。

























































とめた。比較のため，図 ü には彭 (2007: 364-65) の物価指数を載せてあるが，1045 年の数値
が異常高になっている。西夏戦争による影響を反映していると思われるが，図では省いてあ
る。
26) 宮澤 (1998: 390-91).















































































































































年）人口密度（人/㎢）が高い地域は山東省 (41. 12)，江蘇省 (42. 35)，安ᷪ省




















29) 後藤 (2000: 85-87).



























31) 客商と土人間の交易関係については西奥 (2001, 2006) を参照。
32) 高橋 (2000: 146-49).


























34) 高橋 (2000: 156).
35) 杉山 (2010: 26-28).
36) 高橋 (2000: 352-53).
表 ý 元朝財政収入
注）宮澤 (2012) 表 1 から抜粋。
典拠）元貞元年：『元典章』9 伭辦銭糧増虧賞罰，大徳 2 年：『元史』19 大徳 2 年 2 月，天暦元
年：『元史』93・94 食貨志，天暦 2 年：『元史』33 天暦 2 年是歳。a 大徳 3 年糧額。
金（錠) 銀（錠) 鈔（錠) 絹帛（匹) 糸（斤) 綿（斤) 糧（石)
元貞元年 (1295) 293 3,032 3,036,973 749,811 491,147 22,486
大徳 2 年 (1298) 380 1,200 3,600,000 12,114,708a
天暦元年 (1328) 526 1,552 9,408,978 350,530 1,098,843 72,015

















38) 至元 21 年 (1284) の塩課については，『元史』94 食貨志 2，97 食貨志 5，塩法に記載各産
表 þ 元朝財政貨幣収入・支出
注）貨幣収入・支出は典拠欄参照。印造額，塩課は宮澤 (2012) 表 6，7 から抜粋。茶課，酒醋
課，商税は『元史』94 食貨志，茶法，酒醋課，商税。酒醋課額 50 万錠は至元 27 年，商税
45 万錠は至元 26 年のもの。大徳 3 年商税数値は大徳 7 (1303) 年のものとされ，典拠は
『元典章』9，吏部，額辦課程処所。至元 21 年と至大 4 年の塩課額については本文注を参
照。
典拠）至元 21 年：『元史』205 盧世栄伝，至元 29 年：『元史』17 世祖 14 至元 29 年 10 月癸丑，
元貞元年：『元典章』9 伭辦銭糧増虧賞罰，大徳 2 年：『元史』18 成宗 1 大徳 2 年 2 月
丙子，大徳 3 年：『元史』20 成宗 3 大徳 3 年正月癸未朔，大徳 11 年：『元史』22 武宗 1
大徳 11 年 9 月巳丑，至大元年：『元史』23 武宗 2 至大 2 年 3 月甲辰，至大 4 年：『元
史』24 仁宗 1 至大 4 年 11 月辛丑，天暦元年：『元史』94，95 食貨志，天暦 2 年：『元
史』33 英宗天暦 2 年是歳
貨幣収入 貨幣支出 印造額 塩課 他収入 茶課 酒醋課 商税
至元 21 (1284) 93.2 63 51.8 41.4 2.8
至元 29 (1292) 297.8 363.9 250 171.7 126 50 45
元貞 1 (1295) 304 155 171.7 132 8.3
大徳 2 (1298) 360 150 223.2 137
大徳 3 (1299) 700 以上 450 223.2 23.3 以上
大徳 11 (1307) 400 520 500 248.9 151
至大 1 (1308) ûüþ 1000 500 325 øüø
至大 4 (1311) ýü0/ý8þ 1600 875 500 øü0/ø8þ 17.1
天暦 1 (1328) 953.4 460 766.1 187 28.9 49.2 94





3 項目の合計の推移をある程度推測させてくれる。茶価は至元 26 年 (1289) に
毎引 5 両（貫）から 10 両（貫）に引き上げられ，延祐 5 年 (1318) に 12 両 5
銭に引き上げられるまで 30 年間不変であったが，茶課自体は元貞元年の 8.3
万錠から至大 4 年の 17.1 万錠まで増加している。茶引数額がその分増えてい
たことを物語っている。酒醋課は至元 27 年と天暦元年の間でほとんど金額上
は変わっていない。商税は至元 7 年 (1270) に中統鈔換算 9 万錠で，至元 26
年に 45 万錠，ほぼ 40 年後の天暦年間には 2 倍強の 94 万錠を記録している。
この間，中統鈔（至元鈔）は銀換算で 2.5 分の 1 に減価していた。




仮に 200 錠以上を歳額とすれば，大徳 7 年の商税上限・下限額が表示でき，
それに至元 26 年，天暦年間の商税額を加えて腹裏，江南，その他の地域に分
けて表すと次の表 8 のようになる。
塩地の塩引数資料を基本にして，至元 21 年 (1284) の代わりに 1285 年の塩引数を引用する
か，それが利用不可能であれば，1284 年前後の 2 カ年の塩引数を直線補間して 1284 年の塩
引数を推定した。それら塩引数を総計すると 165.7～172.7 万引となり，当時の塩価 15 貫/
引を乗じて錠単位（50 貫＝ 1 錠）になおすと 49.7～51.8 万錠となった。至大 4 年 (1311)
については，至大元年 (1308) と延祐 2 年 (1315) の塩引数が 250 万引，257.6 万引とほぼ同




腹裏 江南 その他 計 比
至元 26 年 (1289) 200,000 250,000 450,000 1.9
比率（％） 44.4 55.6 100.0
大徳 7 年 (1303) 下限 81,000 99,000 53,000 233,000 1.0
比率（％） 34.8 42.5 22.7 100.0
大徳 7 年 (1303) 上限 174,000 211,500 113,500 499,000 2.1
比率（％） 34.9 42.4 22.7 100.0
天歴年間 (1328-30) 303,376 400,384 235,770 939,530 4.0













表 8 で示された大徳 7 年の上限額は下限額の 2 倍強で，至元 26 年の 45 万
錠に近くなっており，また天暦年間の金額はその上限額のほぼ 2 倍である。
表 ý の他収入の動きから見て，また至元 26 年の金額が定額になった可能性も
あることを考慮すれば，大徳 7 年頃の商税実徴収額は 45 万錠に近い上限未満
の金額になっていたのではないかと推測できる。その後の定額の変更があった
とすれば，至大 4 年 (1311) の（第 2 次）至元幣制開始以降であろう。それ以前
至大 2 年までの（第 1 次）幣制に比べ，至元鈔・中統鈔の価値は公式上銀換算









っていったとされている。中統鈔 1 貫＝銭 1 貫＝銀 1/2 両で公式レートが設
定されたが，中統 4 年 (1263) には金銀の私売買を禁止し，事実上政権は金銀
を回収して中統鈔を放出する政策をとっていった。鈔による納税化が進むにつ




21 年 (1284) 金銀私売買は解禁されるが，（第 1 次）至元幣制が開始される年
（至元 24 年）の 3 年前であった。新しく至元鈔（至元通行宝鈔）が発行され，中
統鈔の発行を停止し，再度金銀の私売買を禁止したのである。新レートは至元
鈔 1 貫＝中統鈔 5 貫＝銀 1/2 両となり，銀換算で中統鈔は 5 分の 1 になり，
中統鈔印造額の増大とともに進行した鈔価値の低下を清算するように一種のデ
ノミネーションが行われたともいえる。
その後至元鈔印造額も年々増えていき，金銀私売買は大徳 8 年 (1304) 解禁
となり，5 年後至大 2 年にまた禁止となった。そして至大 4 年 (1311) 4 月（第
2 次）至元幣制が施行され，至元鈔 1 貫＝中統鈔 5 貫＝銀 2 銭のレートが皇




他方，銅銭に関しては，至大 2～4 年の至大幣制時期に至元鈔 5 貫＝銭 1 貫
のレートで交換が認められ，対応して至大通宝，大元通宝が発行された。併せ
て旧銅銭使用も解禁された。ところが（第 2 次）至元幣制改定では銅銭の使用











て物価上昇を引き起こし鈔の減価を進行させたと考えられる。至大 4 年 (1311)










ない。交鈔（中統鈔・至元鈔）の発行額（印造額）の記録は『元史 93 食貨志 1』
ならびに元史その他記事から把握可能である。発行額，回収額，流通残高に関






のデータは『元史 93 食貨志 1』から 1332 年まで利用可能であり，それらを












有残高の 4 分の 1 が流通手段として 6 年ほどで回収・焼却されていたとする
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と，残り 4 分の 3 は流通・保蔵期間がその分長くなり 23 年ほどで回収・焼却
となる。きわめて回転率の低い使用ということになる。
幾分違和感がありながらも，6 年・23 年の流通・保蔵期間を前提にして，

















































































注）交鈔残高は本文参照。人口は趙・謝 (1988: 318) を基本に 1260-76 年戸数は陳・史 (2000: 24-
26) ならびに『新元史』食貨志 1，『元史類編』記載戸数により戸数時系列を導出し，趙・謝
による人口・戸数比をもとに人口数を求め，欠落時期は区間の人口増加率をもとに補完して


























商税の地理的分布は，先述の『元典章』に記載された大徳 7 年 (1303) 年頃
の場務と徴税下限額から把握することができる。場務がある都市・地域の戸数
は，『元史地理志』で参照できるが，そのデータは 1270 年，1290 年，1330 年
の戸数が混在したものであるため，1270 年と 1330 年を修正した趙・謝 (1988:






































































42) 漆 (1999: 1154).
43) 矢澤 (2015) によれば，江南諸都市を大運河の起点だけでなく，最終消費地としてとらえ，
購買力を支えた都市民の資本の在処などを調べることができれば，商税分布に隠された元朝
と江南諸都市の間に働いていた力学の一端が解明されるだろうと提言している。
44) 呉 (2000: 388).
45) 壇上 (1980: 68-69).
46) 宮澤 (2002: 92-98). 明朝の現物主義的財政についてはさらに大田 (2001: 168-69) 参照。
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47) 宮澤 (2002: 109-10).
48) 大田 (2001: 170).
49) 『英宗実録』景泰 3 年 7 月丙申。『明史』食貨志 5，銭鈔，正徳 3 年。市古 (1977: 71-74,
80).











分は含まれていない。ちなみに正徳元年 (1506) の夏税・秋糧 99.5 万両，馬草
23.7 万両，塩課折銀 20 余万両，雲南銀課 3 万両，鈔関船料銀の合計額が 150
余万両であったが，この中には江南折糧銀（金花銀）が含まれていたと考えら
れ，それを差し引いた銀収入は 50 余万両となる52)。16 世紀中半嘉靖期以降に
なると，銀収入は大きく増加し，その規模拡大は 17 世紀明末まで続いていた
が，嘉靖期（1532 年，1552 年）については漕糧改折銀（臨時代納分）147.0 万両，
116.7 万両がそれぞれ含まれており，差し引くと主に塩課銀分 95.6 万両，
52) 『皇明経世文集』85 韓忠定公奏疏（疏）「為缺乏銀兩庫藏空虗等事國用」，『武宗実録』巻





塩鈔折銀，屯牧地銀，漕糧折銀（毎石 0.7 両換算），黄金折銀（7 倍換算）；金花銀（約
100 万両）は含まず。
年代
米麦 布 絹 宝鈔 銀
万石 万匹 万匹 万錠 万両
1390 3161 73.6# 407.7 3
1410 4099 103.5# 998.7 21.5
1430 3979 20.5 9.4 7388.9 32.9
1450 2588 13.3 18.9 2368.4 ─
1470 3032 90.6 28.5 2874.9 7.1
1490 3079 117.4 17.9 3246.9 8.1
1510 2787 171.3 12.7 3238.1 3.3
1532 2659 13.3 32 2414.3 242.6
1552 2659 13.3 32 2414.4 243.3
1571 3061 62.6 32 1018.3 310.0*
1602 2837 39.5 14.8 0.1 458.2*
1621 2780 12.9 20.6 8.1 755.2*
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126.6 万両となる。これが銀収入になるかというとそうではなく，嘉靖 7 年
(1528) と嘉靖 31 年 (1552) の太倉銀庫歳入額は 130 万両と 200 万両であった。
ちなみに嘉靖 28 年 (1549) の太倉銀庫歳入は臨時分を除いて 212.5 万両，内夏
税・秋糧，馬草折銀分は 101 万両であり，残り 111 万両余は塩課折銀，鈔関






がある。それによれば，明初の宝鈔の印造上限額が 1000 万錠（5000 万貫）前
後であったが，洪武 18 (1385) 年に皇帝に報告された印造額は 550 万錠であり，
この時期の印造額の水準は 500～600 万錠程度であったとされる。支出は戦役
と飢饉が重なった洪武 20 年代初頭に 1,000 万錠を超え，洪武 23 年 (1390) に
は 1,500～2,000 万錠におよんだとされており，洪武 20 年代以前は 2,000 万
錠をかなり下回る水準であった。鈔回収は洪武後半期大体 400 万錠（2,000 万
貫）前後と考えられ，支出の大きかった洪武 23 年は 1 億貫近くの鈔歳出と
2,038 万貫の鈔歳入があったことになる。
また鈔印造は断続的であり，鈔在庫の状況をみて印造停止と再開が繰り返さ
れていた54)。洪武後半期 15 年の間に印造停止・再開が 3 回，1 回 2 年ほどの
停止期間があり，これを前提にすれば印造期間は 9 年間ほどになる。印造が
上限一杯に行われたとしても，印造総額は 9,000 万錠であり，年平均最大鈔
歳出は 600 万錠ほどになる。歳入（回収）額が 400 万錠とすれば，年平均 200
万錠の支出超過となり，累積すると 3,000 万錠の放出になる。宝鈔の価値は
この間大きく減価して，洪武 9 年の鈔 1 貫＝銀 1 両＝銭 1,000 文＝米 1 石を
基準にして，洪武 18 年には鈔 1 貫＝米 0.4 石，19～24 年鈔 1 貫＝銀 0.2 両，
30 年に鈔 1 貫＝銀 0.1 両＝米 0.2 石になっていた55)。
永楽期に入り，鈔回収額にあたる課鈔額は永楽 5 年 (1407) の 1,050 万錠，
53) 『皇明経世文集』198「會議第一疏理財十議」，同 199「弘遠慮責實效以濟富疆疏會計歲用」。
54) 宮澤 (2002: 100-101).
55) 宮澤 (2002: 109-10).
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永楽 22 年 (1424) には 1,928 万錠，宣徳 5 年 (1430) には 4,482 万錠の最高値
に達した。この間，永楽 5 年に鈔 1 貫＝銀 0.0125 両，永楽 22 年鈔 1 貫＝米
0.03 石，宣徳 4 年鈔 1 貫＝米 0.02 石，宣徳 7 年鈔 1 貫＝銀 0.01 両となり，
宣徳期には鈔価は米で 50 分の 1，銀で 100 分の 1 にまで低下していた。印造
を手掛ける鈔紙匠の人数が洪武期の 969 名とさほど変わらず，支出額と回収
額の比が洪武後半期と変わらなかったとすれば，印造上限額 1,000 万錠は 5
倍，10 倍以上になっていたはずであり，その分宝鈔の最低単位は跳ね上がっ
ていたはずである。付録で試みられた宝鈔残高推計によれば，1421～30 年の
平均額が 2 億 7,360 万錠となっており，永楽期の 22 年で割れば年平均 1,250
万錠近くになる。鈔支出は 2,200～3,200 万錠ほどとなり，膨大な鈔支出が行
われたことになる。
鈔価低落には鈔回収の強化によりその防止が図られてきた。永楽 2 年 (1404)
戸口食塩法が制定され，同 5 年 (1407) に租税課程賍罰等物折鈔が始まり，
人々に食塩を提供して宝鈔を納めさせ，田租，商税，鈔関税，贖刑など国家納




れる。次の宣徳期になると鈔回収は強化されて，宣徳 3 年 (1428) に新鈔の印
刷，発行を停止，同 4 年には鈔関税の新設と門攤税の増額を行い，結果宣徳
10 年 (1435) あたりから鈔不足が現れ，正統年間になると全国的に不足するよ
うになっていた56)。
鈔価は永楽 5 年 (1407) の 1 貫＝銀 0.0125 両から宣徳元年 (1426) の鈔 1 貫
＝銀 0.0025 両，正統元年 (1436) には 0.001 両にまで低下し，その後景泰 3
年 (1452) に鈔 1 貫＝銀 0.002 両，天順 2 年 (1458) には鈔 1 貫＝銀 0.0014 両
になっていた。成化 13 年 (1477) には鈔市価は暴落し，鈔 1 貫＝ 0.0004～
0.0005 両（銀 1 両＝鈔 2,000～2,500 貫）になっており，他方成化・弘治期の官
価は鈔 1 貫＝ 0.0014～0.005 両となって乖離し，宝鈔は市中では流通手段と
しての機能を失い，俸給，納税のための国家支払い手段に特化していた。正統

























万両に達していなかったようである。景泰 2 年 (1451) には 70 万両の折税銀が
記録されており，この内には金花銀や夏税・馬草折銀が含まれていたとされ，
歳出は 97 万余両であり歳入不足であった57)。景泰期の在京文武官折俸銀は 40
～50 万両程度，天順～弘治期の辺鎮送付額は 40 万両程度とされ，合わせて辺
餉・在京俸給費だけでも 80～90 万両が計上されていたことになり，賜与など
その他を含めると 100 万両前後に達したと想定される。つまり 15 世紀後半の
銀財政収支は歳出超過状態にあり，永楽・宣徳期に蓄積された銀ストックを取
57) 『英宗実録』景泰 2 年 6 月戊寅。
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58) 足立 (2012: 388-92). 塩課折銀については，英宗正統時に塩倉は破損をきっかけに折納化
（本折中半）が始まり，憲宗成化の頃から存積塩の銀納化が行われるようになった。孝宗弘
治 5 年 8 月以降開中法の銀納化（商人による直接の銀納）が試みられ，世宗嘉靖期には塩




















60) 頼 (2008: 321-23) によれば，太倉歳出銀の内軍費の占める割合は，万暦 14 年 (1586) の
53.37％を最低に，万暦 18 年 (1590) の後 85％を超えて，万暦 40 年 (1612) には 97.25％に
達していた。嘉靖 10 年 (1531) から万暦 30 年 (1602) の間，北辺 13 辺鎮の主兵官軍数は嘉
靖 10 年の 37.1 万から万暦 10 年の 68.6 万まで増加し，その年間経費は 336 万両から 827

































































研究」全 (1996: 289-92, 305-6) 第四表，第七表，太倉納付塩課銀：全漢昇・李
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山西商人であった。16 世紀中，軍事費用となる「京運年例銀」は当初の 50 万
両前後から末には 300 万両代に増加し，宮廷費用向けとなる「金花銀」は 100







武 26 年 (1393) の約 7 千万人から崇禎 3 年 (1630) の 1 億 9 千人でピークを迎
えるという曹の推計がある64)。その他に，ピークが 1590 年頃で 1 億 6 千万人
に達したという Liu and Huwang 推計もある65)。前者の推計では（南直隷を含め
た）華北地域が華南地域より幾分人口の伸びが高かった。他方実物面では，
Liu and Huwang (1979) によると耕地面積が 1400 年の 3.7 億市畝（1 市畝＝
6.667a）から 1600 年の 6.7 億市畝にまで増加した。15 世紀末までに 6 億弱市
畝まで増加し，16 世紀後半にピークの水準に至っていた。実質 GDP は耕地面
62) 藤井 (1953a: 197-203).
63) 他の推計では，海外流入銀のみであるが，Von Glahn (1996: 140) によると 5,770-6,250 万
両，Yamamura and Kamiki (1983) によれば 4,740-6,350 万両である。さらに Liu (2015: 72-
73) 参照。
64) 曹 (2000: 451-52).
65) Liu and Huwang (1979).
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積を農業のベースにして第 2 次，第 3 次産業部門を加えて，永楽年間の 1.5
～1.6 億銀両から，16 世紀後半に 3.1～3.3 億銀両に達し，明朝末期に 2.9～
3 億銀両に減少したと推計される。人口増加を Liu and Huwang (1979) に依拠し









代後期万暦 6 年 (1578) の地域（直隷は所属都市，他は各布政司管轄区）の人口と
対応した商税額（鈔納額と銀納額）をプロットした散布図が次の図 øù である。
人口については，曹 (2000) 表 6-5，7-1，11-1 で提示された洪武 26 年 (1393)，
永楽 10 年 (1412)，崇禎 3 年 (1630) の地区別人口推計値を使って人口変化率を











66) 菅・李 (2010: 792, 807, 810). 他方，劉 (2009) によれば，一人当たり実質 GDP は 17 世紀
半ばまで低下傾向にあった。Broadberry et al. (2018: 994) の新推計では 1840 年を基準 (1840
= 100) にして 1400 年 165.4，1600 年 143.4，1620 年 148.7 であった。























































図 øù 万暦 6 年商税と人口


















68) Liu (2015: 117-18). Liu によれば，商業的活動の爆発的な展開は清代になってからであり，
その点で明代後期の活動には限界があったとされるが，それでも清代につながる商業活動の
揺籃期として位置づけることは可能である。









































1939-41，日野 (1982b: 33-134) 所収）ならびに幸 (1987) を参照。両税法と銭納については日




な問題となり，その解決のため元和 6 年 (811) 公私便換の一切停止，元和 7 年 (812) 諸司諸
使の便換禁止となり三司（戸部，塩鉄，度支）に便換振出は限定された。しかし，蓄蔵の大






























通年間 (860～73) には衰退消滅してしまったとされている（幸 1987: 45）。朝廷権力の後退と
戦費拡大などにより地方における便換原資の縮小が三司便換経営の衰退消滅を促し，それが
京師と地方間の資金循環を崩壊させ，中央政府の財政破綻に繋がったと考えられる。
70) 櫃坊，寄附鋪の手形発行を中心とした営業内容については日野 (1982b: 152-56，177-80，
190-93) を参照。
71) 日野 (1983b: 184，189-91).




























73) 交子の発達については日野 (1983b: 135-175) を参照。
74) 斯波 (1968: 458-61)，日野開三郎・草野靖「唐宋代の合本について」（初出『東洋史研究』
17，1958，日野 (1982b: 486-98) に所収），さらに日野 (1983b: 213-46)，宮崎 (1999: 165-69) を
参照。宋代では客商がとっていた企業形態は糾合火伴（共同業務），連財合本（共同出資），
糾集同行（企業連合）のどれかであり，二人以上の出資者が団体で共同営利事業を経営する



























75) 呉・夏・張 (2005: 447).
76) 元代の海外交易については矢澤 (2006: 166-68) を参照，また明州（慶元）を中心にした交
易ネットワークについては榎本 (2007: 29-44) を参照。海外交易により富を築いた海商の例と
しては楊枢，沈万三，殷九宰などがあげられ，彼らについては呉・夏・張 (2005: 455-57)，
植松 (2004: 157-58) を参照。
77) 呉・夏・張 (2005: 457).




























80) 叶・潘 (2001: 119).




82) 宮崎 (1999: 166-67).
83) 藤井 (1953a: 337-38)，呉・夏・張 (2005: 737-38).
84) 他方清代の一人当たり実質 GDP は低下し続けた (Broadberry et al. 2018: 982，995)。この状

















北宋銅銭の鋳造高については，日野 (1983a: 240-57) や全 (1949: 216-17) などに











平均値 񀁧񀀽񀀰񀀮񀀰񀀷񀀸（7.8％）をとって北宋末（1125 年）の北宋銅銭残高に 񀁧񀀯
񀀨񀀱񂈒񀁧񀀩を乗じて 1125 年北宋以前銅銭残高をもとめた。他の各年北宋以前銅銭
残高は前年残高が今年残高より減耗率分増えていくことになる。両者を合計し
86) 叶・潘 (2001: 151-52)，李 (2012a).































銭の比率が 8：2 であり，񀀲񐁘񞨱񀀽񀀸񐁙񞨱となる。この関係式を使って 񞍸をもとめ
ると，
89) 窖蔵銭の銭種組成は三宅 (2005) 表 15，17，18 にもとづいている。日本の中国渡来出土銭






















通がほぼ 15 世紀末には終焉したようであり，1500 年頃を最終的な流出・退出
終了時点と設定することができる。以上の設定から各時期の全体枚数に対する
比率と埋蔵時期，流出・退出最終時点を表示すると次の表になる。
第 1 期 第 2 期 第 3 期 第 4 期 第 5 期 第 6,7,8 期
枚数比率（％) 5.1 12.2 18.5 14.8 20.5 29
埋蔵最終時点 1325 1375 1425 1475 1500 1550-1600
流出・退出最終時点 1325 1375 1425 1475 1500 1500
資料）鈴木 (1999: 73) 表 6．
日本の出土備蓄銭のデータが中国銭の流出・退出状況を反映し，流出・退出の






























資料から窺うことができる。1368 年の 9 万貫鋳造開始から 1372～74 年の年
間 20 万貫，1375 年も 1374 年と同額の鋳造額が掲載されているが，同年鋳造
停止になり宝鈔発行が開始されているので，鋳造額は予定額であった可能性が
高い。2 年後に鋳造が復活しており，その後銅資源の枯渇から鋳造水準が落ち
ていったとされ，1389 年に廃銅を利用して鋳造水準を復元し，1393 年 20 万
貫水準まで達して，その後鋳造停止になっていた。その推移を反映して 1368
～72 年に 9 万貫から 20 万貫にまで等差で増加するとし，1375 年は予定 2 万
貫の 3 分の 2，15 万貫に落ちたと推定した。2 年の休止後 1377 年に 15 万貫
から 1387 年まで等差で減少したと想定し，1387～89 年 5 万貫，1390 年 15







出頻度を適用すれば，1331 年が 񀀱񀀲񀀵񀀰񀀰񀃗񀀨񀀱񂈒񀀰񀀮񀀳񀀵񀀲񀀩񀀽񀀸񀀱񀀰񀀰，1400 年が 񀀱񀀲񀀵񀀰񀀰񀃗
񀀨񀀱񂈒񀀰񀀮񀀶񀀹񀀴񀀵񀀩񀀽񀀴񀀶񀀹񀀴となり，洪武銭分を含めればおよそ 5,000 万貫となる。同




















わせて 10 年ごとに『明実録』所収の銀課資料から銀課累積値と鈔収入の 10







񐁭񞨲񞩴，一人当たりダミー 񐁤񞩴（1391/1400～1511/20 は 0，1521/30～1641/50 は
񐀱񐀯񐁎񐁴，񐁎񐁴񀀽人口），一人当たり銀収入񐁭񞨳񞩴に変換して，次の式
񐁰񞩴񀀽񐁡񎨰񀀫񐁡񎨱񐁭񀀧񎨱񞩴񀀫񐁡񎨲񐁭񎨲񞩴񀀫񐁡񎨳񐁤񞩴񀀫񐁡񎨴񐁭񎨳񞩴
90) 彭米価系列は 1411/20 が欠落しているため，次の手続きをとって補充した。永楽帝在位中















として 񞍸񂉈񀀱񀀰񀀮񀀶񀀵を導いて 1411/20 の物価水準とした。銀課については，1487～1520 年にお
















ることによって求められた。海外流入銀推計としては Von Glahn (1996: 140) や
Yamamura and Kamiki (1983) があるが，低位推計をしていた呉 (2002: 71-72) の
推計を採用し，国内産出銀については文秉『定陵注略』4 所収の送銀資料を中
心に Von Glahn (1996) や王 (1998) を参考にして（低位の）産出額を推計した。
王 (1998) の推計によれば，嘉靖 16 年 (1537) より銀産出増強政策をとり始め，
それ以降 (1537～66) の銀課は年平均 4.83 万両に上り，それ以前 (1522～36) は
それまでの平均的な銀課額 3 万両に止まったとされる。隆慶期の銀課水準は
元の 3 万両に下がり，万暦期に入っても万暦 24 年 (1596) まではその水準に留
まっていたが，万暦 25 年以降年平均 33.33 万両に跳ね上がった。これは『明
史』巻 81 食貨 5 鉱冶に万暦 25 年から 33 年 (1597～1605) までの 9 年間に
「礦税課幾及三百萬両」とあり，これから年平均 33.33 万両を算出し，万暦期
最後まで続くとしていた。他方，『神宗実録』巻 417，万暦三十四年正月乙未




出水準を表していたとすれば，銀課が産出量の 3 分の 1 であるとして，年平
均銀課額は 10 万両ほどになる。極端な産出の増加はなかったとすれば，年 10
万両は妥当な水準となる。泰昌期以降明末まで，「盡罷天下礦税」92)になり，





準は 1530～37 年 3 万両，1537～66 年 4.8 万両，1567～96 年 3 万両，1597
～1619 年 9.7 万両，1620～50 年 0 万両と想定し，銀課が産出の 3 割として
国内産出水準を推定した。
海外流入銀については呉推計（1570～1649 年 12947～15247 万両）を取り入れ
たが，この推計は他の推計に比べ低位推計であることを断っておかなければな
らない。多くの推計額（1550～1645 年）は，19,000～33,000 万両にあり，高位








近い推計にならざるを得ない。嘉靖通宝については，嘉靖 6 年 (1527) の鋳造
開始から 19 年 (1540) に費用の点から停止となった。嘉靖 34 年 (1555) に雲南
の鋳銭が始まり，歳銭額は 3.3 万貫と定まったが，物料困難，輸送不便によ
り費用が嵩み，37 年 (1558) には 2.87 万貫の鋳銭となり，43 年 (1564) には北
京宝源局鋳銭が暫く停止となり，44 年 5 月には雲南の鋳銭が停止となった95)。
『明会典』巻 194 には嘉靖 42 年 (1563) 鋳銭 600 万文の記述がある。また『続
文献通考』巻 11，銭幣には次のような記述があって，嘉靖 6 年 (1527) に嘉靖
通宝銭 4.15 万貫鋳造とある。隆慶期では隆慶 5 年 11 月に隆慶通宝銭 200 万
文（0.2 万貫）が鋳造された。万暦期には万暦 4 年 2 月に万暦通宝銭 2 万錠
（10 万貫），13 年は 15 万錠（75 万貫）が鋳造された。万暦 20 年 (1592) 11 月に
工部が鋳造制銭 9 万錠（45 万貫）の 6 分の 1 を内庫に，残りを太倉に進貢す
ることを奏上したとある。さらに『度支奏議』巻 8.62 に崇禎元年 (1628) 12
93) 王 (1998: 20).
94) Von Glahn (1996) , Yamamura and Kamiki (1983) の他に，彭 (2007)，庄 (1995)，李 (2005)，
王 (1998) による推計があり，展望論文としては劉 (2009)，邱・馬 (2011) がある。
95) 王・劉・張 (2000: 823).
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月までの 7 年間の銅銭等項共宜銀が計上されて，7 年 (1622～1628) 間の年平均
鋳造高 13.7 万貫が推計されている96)。崇禎 2 年 (1629) 4-12 月が 13 万貫，崇
禎 3 年 9 月-4 年 9 月 (1630-31) が 14.5 万貫であった97)。
嘉靖期は嘉靖 6 年 (1527) から 19 年 (1540) まで 14 年間年 4.15 万貫鋳造さ
れたとすれば計 58 万貫となる。他方嘉靖 42 年 (1563) には鋳銭 0.6 万貫の記
述があるが，これは北京宝源局鋳銭とし，北京 6 割，南京 4 割の比率とすれ
ば，両者鋳造額は 1 万貫となる。これがいつごろから継続したかわからない
が，仮に雲南開鋳時嘉靖 34 年 (1555) とし，それ以前の嘉靖 23 年 (1544) から
33 年 (1554) までは 11 年間年 4.15 万貫から 1 万貫へ減少していったとすれば，
その間およそ 30 万貫となり，34 年から 36 年の 3 年間は両京工部鋳銭 1 万貫
と雲南鋳銭 3.3 万貫の年 4.3 万貫で計 12.9 万貫，37 年から 42 年までの 6
年間は雲南が年 2.87 万貫に減じて計 23.22 万貫，43 年は南京 0.4 万貫と雲
南 2.87 万貫と 44 年は 0.4 万貫とすれば，総計 127 万貫余となる。隆慶期は
3 年間平均 0.2 万貫で計 0.6 万貫。万暦期は万暦 4 年 (1576) と 13 年 (1585)
にそれぞれ 10 万貫，75 万貫鋳造されているが，これを年平均鋳造額とすると，
嘉靖期天啓・崇禎期にくらべると突出した値になる。むしろ散発的に鋳造され
たとみて，1573～86 年が 85 万貫（年平均 6.1 万貫）と想定した。1587～1600
年の間も鋳銭は行われており，同じペースであれば，85 万貫追加になり，
1527～1600 年間はおよそ 300 万貫の大きさになる。1601～1619 年が同じ 85
万貫で，泰昌元年 (1620) 6 万貫とすれば，天啓・崇禎期 (1622～1631) が 123.5
万貫となって総計するとおよそ 500 万貫余となる。
96) Von Glahn (1996: 187).












4359.6 4359.6 4301.5 4301.5
968 50.0 4337.9 4387.9 5.0 4280.1 4285.1
969 99.8 4316.3 4416.0 55.0 4258.8 4313.8
970 149.3 4294.8 4444.1 104.7 4237.6 4342.3
971 198.5 4273.4 4472.0 154.2 4216.5 4370.7
972 247.5 4252.2 4499.7 203.4 4195.6 4399.0
973 296.3 4231.0 4527.3 252.4 4174.7 4427.1
974 344.8 4210.0 4554.8 301.1 4153.9 4455.1
975 393.1 4189.0 4582.1 349.6 4133.3 4482.9
976 441.1 4168.2 4609.3 397.9 4112.7 4510.6
977 489.0 4147.5 4636.4 467.7 4092.2 4559.9
978 536.5 4126.8 4663.3 537.1 4071.9 4609.0
979 583.9 4106.3 4690.1 606.2 4051.6 4657.9
980 630.9 4085.9 4716.8 675.0 4031.5 4706.5
981 677.8 4065.5 4743.3 743.4 4011.4 4754.8
982 726.6 4045.3 4771.9 811.5 3991.4 4802.9
983 777.2 4025.2 4802.4 879.2 3971.6 4850.8
984 829.8 4005.2 4835.0 946.6 3951.8 4898.5
985 884.3 3985.2 4869.5 1013.7 3932.2 4945.9
986 940.6 3965.4 4906.0 1080.4 3912.6 4993.0
987 998.7 3945.7 4944.4 1146.8 3893.1 5040.0
988 1058.8 3926.0 4984.8 1212.9 3873.8 5086.7
989 1120.7 3906.5 5027.2 1278.6 3854.5 5133.1
990 1184.4 3887.1 5071.4 1352.3 3835.3 5187.6
991 1249.9 3867.7 5117.6 1425.5 3816.2 5241.8
992 1317.3 3848.5 5165.7 1498.4 3797.3 5295.7
993 1386.4 3829.3 5215.8 1571.0 3778.4 5349.4
994 1457.4 3810.3 5267.7 1643.2 3759.6 5402.7
995 1530.1 3791.3 5321.5 1858.6 3740.9 5599.4
996 1602.5 3772.5 5375.0 2072.9 3722.2 5795.2
997 1674.5 3753.7 5428.2 2286.2 3703.7 5989.9
998 1764.5 3735.0 5499.6 2399.8 3685.3 6085.1
999 1872.4 3716.4 5588.9 2512.9 3667.0 6179.8
1000 1998.1 3698.0 5696.1 2625.4 3648.7 6274.1
1001 2130.0 3679.6 5809.6 2737.3 3630.6 6367.9
1002 2268.1 3661.3 5929.4 2848.7 3612.5 6461.2
1003 2412.4 3643.0 6055.5 2959.5 3594.5 6554.0
1004 2562.9 3624.9 6187.8 3127.8 3576.7 6704.4
1005 2719.4 3606.9 6326.3 3295.2 3558.9 6854.1
1006 2882.0 3588.9 6470.9 3461.8 3541.2 7003.0
1007 3050.7 3571.1 6621.7 3627.6 3523.5 7151.1
1008 3211.2 3553.3 6764.6 3810.0 3506.0 7316.0
1009 3363.8 3535.6 6899.4 3991.5 3488.6 7480.1
1010 3508.3 3518.0 7026.3 4172.2 3471.2 7643.4
1011 3644.8 3500.5 7145.4 4351.9 3453.9 7805.8
1012 3773.4 3483.1 7256.6 4530.7 3436.8 7967.5
1013 3894.2 3465.8 7360.0 4708.6 3419.7 8128.3
1014 4007.0 3448.6 7455.6 4885.7 3402.6 8288.3
1015 4112.1 3431.4 7543.5 5061.9 3385.7 8447.6
1016 4213.3 3414.3 7627.6 5161.7 3368.9 8530.5
1017 4310.7 3397.3 7708.0 5241.0 3352.1 8593.1
1018 4404.2 3380.4 7784.7 5319.9 3335.4 8655.3
1019 4494.0 3363.6 7857.6 5398.4 3318.8 8717.3
1020 4580.0 3346.9 7926.9 5476.6 3302.3 8778.9
1021 4662.2 3330.2 7992.4 5554.3 3285.9 8840.2
1022 4741.5 3313.7 8055.2 5631.7 3269.5 8901.3
1023 4817.9 3297.2 8115.1 5703.7 3253.3 8957.0
1024 4893.9 3280.8 8174.7 5775.3 3237.1 9012.4
1025 4969.6 3264.5 8234.0 5846.6 3221.0 9067.6
1026 5044.9 3248.2 8293.1 5917.5 3205.0 9122.5
1027 5119.8 3232.1 8351.8 5988.1 3189.0 9177.1
1028 5194.3 3216.0 8410.3 6058.3 3173.2 9231.4
1029 5268.4 3200.0 8468.4 6128.1 3157.4 9285.5
1030 5342.2 3184.1 8526.3 6197.6 3141.7 9339.3
1031 5415.7 3168.2 8583.9 6266.8 3126.0 9392.8
1032 5498.7 3152.4 8651.2 6291.4 3110.5 9401.9
1033 5591.4 3136.8 8728.1 6315.9 3095.0 9410.9
1034 5693.5 3121.2 8814.7 6340.2 3079.6 9419.8
1035 5805.2 3105.6 8910.8 6364.4 3064.3 9428.7
1036 5926.3 3090.2 9016.5 6388.5 3049.0 9437.6
1037 6056.8 3074.8 9131.7 6412.5 3033.9 9446.4
1038 6196.7 3059.5 9256.2 6436.4 3018.8 9455.1
1039 6345.9 3044.3 9390.2 6550.3 3003.8 9554.1
1040 6504.3 3029.1 9533.5 6663.8 2988.8 9652.6
1041 6772.0 3014.1 9786.0 6776.6 2973.9 9750.5
1042 7038.3 2999.1 10037.3 6888.9 2959.1 9848.0
1043 7303.2 2984.2 10287.4 7000.6 2944.4 9945.0
1044 7566.9 2969.3 10536.2 7111.8 2929.8 10041.6
1045 7829.3 2954.5 10783.8 7376.4 2915.2 10291.6
1046 8090.3 2939.8 11030.2 7485.7 2900.7 10386.4
1047 8350.1 2925.2 11275.3 7594.5 2886.3 10480.7
1048 8608.5 2910.7 11519.2 7702.7 2871.9 10574.6
1049 8711.7 2896.2 11607.9 7810.4 2857.6 10668.0
1050 8814.4 2881.8 11696.1 7917.5 2843.4 10760.9
1051 8916.5 2867.4 11783.9 8024.1 2829.3 10853.4
1052 9018.1 2853.2 11871.3 8130.2 2815.2 10945.4
1053 9119.3 2839.0 11958.2 8235.7 2801.2 11036.9
1054 9222.3 2824.8 12047.1 8346.5 2787.2 11133.7
1055 9327.1 2810.8 12137.9 8456.6 2773.4 11230.0
1056 9433.8 2796.8 12230.6 8566.2 2759.6 11325.8
1057 9542.3 2782.9 12325.2 8693.6 2745.8 11439.5
1058 9652.7 2769.0 12421.7 8820.4 2732.2 11552.6
1059 9764.8 2755.3 12520.1 8946.5 2718.6 11665.1
1060 9878.8 2741.6 12620.4 9072.0 2705.1 11777.0
1061 9994.5 2727.9 12722.5 9196.8 2691.6 11888.4
1062 10112.1 2714.4 12826.4 9321.1 2678.2 11999.3
1063 10231.4 2700.8 12932.3 9444.7 2664.9 12109.6
1064 10350.5 2687.4 13037.9 9770.7 2651.6 12422.4
1065 10469.0 2674.0 13143.1 10095.1 2638.4 12733.6
1066 10586.9 2660.7 13247.7 10417.9 2625.3 13043.2
1067 10704.3 2647.5 13351.8 10739.1 2612.3 13351.3
1068 10841.3 2634.3 13475.6 11058.6 2599.3 13657.9
1069 10998.0 2621.2 13619.2 11376.6 2586.3 13962.9
1070 11174.2 2608.2 13782.3 11693.0 2573.5 14266.5
1071 11369.8 2595.2 13965.0 12007.8 2560.7 14568.5
1072 11584.7 2582.3 14167.0 12321.1 2547.9 14869.0
1073 11818.9 2569.4 14388.3 12632.8 2535.2 15168.0
1074 12072.2 2556.7 14628.8 12943.0 2522.6 15465.6
1075 12344.5 2543.9 14888.4 13251.6 2510.1 15761.6
1076 12635.8 2531.3 15167.1 13558.6 2497.6 16056.2
1077 12945.9 2518.7 15464.6 13864.2 2485.2 16349.3
1078 13298.9 2506.2 15805.0 14301.2 2472.8 16774.0
1079 13694.4 2493.7 16188.0 14736.0 2460.5 17196.5
1080 14132.2 2481.3 16613.5 15168.7 2448.3 17617.0
1081 14507.9 2468.9 16976.9 15599.3 2436.1 18035.3
1082 14821.7 2456.7 17278.4 16027.7 2424.0 18451.6
1083 15121.7 2444.4 17566.1 16453.9 2411.9 18865.8
1084 15407.8 2432.3 17840.0 16878.1 2399.9 19278.0
1085 15680.1 2420.2 18100.3 17300.1 2388.0 19688.0
1086 15938.8 2408.1 18346.9 17493.7 2376.1 19869.8
1087 16183.8 2396.2 18580.0 17686.3 2364.3 20050.6
1088 16415.3 2384.2 18799.5 17878.0 2352.5 20230.5
1089 16633.3 2372.4 19005.7 18068.8 2340.8 20409.5
1090 16837.9 2360.6 19198.4 18258.5 2329.1 20587.7
1091 17029.1 2348.8 19377.9 18447.4 2317.6 20764.9
1092 17220.2 2337.1 19557.4 18635.3 2306.0 20941.3
1093 17411.3 2325.5 19736.8 18822.3 2294.5 21116.8
1094 17602.3 2313.9 19916.3 19008.3 2283.1 21291.4
1095 17793.3 2302.4 20095.7 19182.8 2271.8 21454.6
1096 17984.1 2291.0 20275.1 19356.4 2260.5 21616.9
1097 18174.9 2279.6 20454.5 19529.2 2249.2 21778.4
1098 18365.6 2268.2 20633.8 19701.1 2238.0 21939.2
1099 18556.2 2257.0 20813.2 19804.7 2226.9 22031.7
1100 18746.8 2245.7 20992.5 19907.9 2215.8 22123.7
1101 18937.2 2234.5 21171.8 19859.1 2204.8 22063.9
1102 19127.7 2223.4 21351.1 19810.6 2193.8 22004.4
1103 19318.0 2212.4 21530.4 20001.0 2182.9 22184.0
1104 19508.3 2201.4 21709.6 20190.5 2172.1 22362.6
1105 19698.5 2190.4 21888.9 20379.1 2161.2 22540.3
1106 19888.6 2179.5 22068.1 20566.7 2150.5 22717.2
1107 20078.6 2168.7 22247.3 20664.5 2139.8 22804.3
1108 20267.7 2157.9 22425.6 20761.8 2129.2 22890.9
1109 20455.9 2147.1 22603.0 20858.6 2118.6 22977.1
1110 20643.1 2136.5 22779.6 20954.9 2108.0 23062.9
1111 20830.2 2125.8 22956.0 21150.6 2097.5 23248.2
1112 21017.2 2115.3 23132.4 21345.4 2087.1 23432.5
1113 21203.9 2104.7 23308.7 21539.2 2076.7 23615.9
1114 21390.6 2094.3 23484.9 21732.1 2066.4 23798.4
1115 21577.1 2083.8 23660.9 21923.9 2056.1 23980.0
1116 21763.5 2073.5 23836.9 22114.9 2045.9 24160.7
1117 21949.7 2063.2 24012.9 22304.8 2035.7 24340.5
1118 22135.8 2052.9 24188.7 22493.9 2025.6 24519.4
1119 22321.7 2042.7 24364.4 22682.0 2015.5 24697.4
1120 22507.5 2032.5 24540.0 22756.2 2005.5 24761.6
1121 22693.2 2022.4 24715.6 22830.0 1995.5 24825.5
1122 22878.7 2012.3 24891.1 22903.5 1985.6 24889.0
1123 23064.1 2002.3 25066.4 22976.6 1975.7 24952.2
1124 23249.4 1992.4 25241.7 23049.3 1965.8 25015.2
1125 23433.7 1982.5 25416.2 23121.7 1956.1 25077.8
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